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(54)【発明の名称】 電子内視鏡装置

(57)【要約】
【課題】  電子内視鏡装置の画像信号処理ユニット内の
光源ユニットに少なくとも二色の発光ダイオードを用い
て十分な照明光量を得られるように構成し、スコープの
撮像センサの分光感度特性の偏りに拘わらずに色むらの
ない内視鏡像を得る。
【解決手段】  光源ユニット（３０）が十分な照明光量
を得るための少なくとも二色の発光ダイオード群から成
り、それぞれの色の発光ダイオード群の発光ダイオード
の駆動電流が撮像センサのそれぞれの色の分光感度特性
の偏りを相殺するように設定される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  スコープと、このスコープの遠位端に設
けられた撮像センサと、前記スコープの近位端に着脱自
在に接続させられる画像信号処理ユニットとを具備し、
前記撮像センサで順次得られる１フレーム分の画素信号
を前記画像信号処理ユニットで適宜処理した後にそこか
らビデオ信号として出力するように構成され、更に、前
記スコープの遠位端の前方を照明するための照明光を導
くべく該スコープに挿通させられた光ガイドケーブル
と、前記画像信号処理ユニット内に設けられた光源ユニ
ットとを具備し、前記画像信号処理ユニットへの前記ス
コープの接続時に該光ガイドケーブルの近位端が前記光
源ユニットに光学的に接続される電子内視鏡装置におい
て、
前記光源ユニットが十分な照明光量を得るための少なく
とも二色の発光ダイオード群から成り、それぞれの色の
発光ダイオード群の発光ダイオードの駆動電流が前記撮
像センサのそれぞれの色の分光感度特性の偏りを相殺す
るように設定されることを特徴とする電子内視鏡装置。
【請求項２】  請求項１に記載の電子内視鏡装置におい
て、光源ユニットが前記少なくとも２色の発光ダイオー
ド群を配列させたＬＥＤアレイ光源と、このＬＥＤアレ
イ光源を駆動させるＬＥＤドライバとを含み、このＬＥ
Ｄドライバの動作がタイミングジェネレータによって制
御されることを特徴とする電子内視鏡装置。
【請求項３】  請求項２に記載の電子内視鏡装置におい
て、前記スコープとして、少なくとも２つのタイプのも
のが用意され、各スコープにはそのタイプを表すタイプ
情報を格納するメモリ手段が設けられ、前記画像信号処
理ユニットにはそこに前記スコープが接続された際に該
メモリ手段からタイプ情報を読み出す読出し手段と、そ
の読出しタイプ情報に従って前記タイミングジェネレー
タを設定する設定手段とが設けられ、これにより前記タ
イミングジェネレータによる前記ＬＥＤドライバの制御
態様が前記スコープのタイプ毎に変更されることを特徴
とする電子内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明はスコープ（内視鏡）
と、このスコープの遠位端に設けられた撮像センサと、
該スコープの近位端に接続させられた画像信号処理ユニ
ットとから成り、撮像センサで得られた画素信号を画像
信号処理ユニットで適宜処理した後にビデオ信号として
出力する電子内視鏡装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】周知のように、電子内視鏡装置は臓器の
内部例えば代表的には胃の内部を観察するために用いら
れる。従って、電子内視鏡装置のスコープの撮像センサ
で臓器の内部映像（所謂、内視鏡像）を得るためには該
スコープの遠位端の先方即ち撮像センサの前方を照明す
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ることが必要となる。そこで、電子内視鏡装置のスコー
プには光ガイドケーブルが挿通させられ、その遠位端は
該スコープの遠位端面に設けられた照明用レンズに光学
的に接続される。一方、電子内視鏡装置の画像信号処理
ユニット内には光源ユニットが設けられ、画像信号処理
ユニットへのスコープの接続時に該光ガイドケーブルの
近位端が光源ユニットに光学的に接続される。かくし
て、電子内視鏡装置のスコープが臓器内に挿入されたと
き、該スコープの遠位端の前方側が照明され、これによ
り撮像センサによる臓器内部の観察が可能となる。
【０００３】従来、画像信号処理ユニット内の光源ユニ
ットには白色ランプとして例えばハロゲンランプやキセ
ンノンランプ等が使用されるが、このようなランプの寿
命は短く、例えばハロゲンランプの場合にはその寿命は
80ないし120時間程度である。従って、従来の電子内視
鏡装置では、煩わしいランプの交換を頻繁に行わなけれ
ばならないという問題があった。また、別の問題とし
て、かかる白色ランプの色温度分布がその寿命中に経時
的に変化するので、適正な色バランスの内視鏡を得るた
めには電子内視鏡の使用の度毎に煩わしいホワイトバラ
ンス補正を行わなければならないという点も挙げられ
る。
【０００４】そこで、電子内視鏡装置の照明用光源とし
て、上述したような白色ランプの代わりに、発光素子例
えば発光ダイオード（ＬＥＤ）を利用することが提案さ
れている。例えば、特開昭63-260526号公報には、電子
内視鏡のスコープの遠位端に例えば赤色、緑色及び青色
の三原色のＬＥＤを設けて白色光源として用いることが
提案されている。詳述すると、一般的に、同じ作動電流
下では、赤色ＬＥＤの発光量は最も大きく、青色ＬＥＤ
の発光量は最も小さく、緑色ＬＥＤの発光量はその中間
となる。そこで、電子内視鏡装置のスコープの遠位端に
設けるべき赤色ＬＥＤの数を最も小さくし、緑色ＬＥＤ
の数を中間とし、青色ＬＥＤの数を最も大きくすること
により、三原色のＬＥＤによる白色光源が得られること
になる。
【０００５】勿論、各色のＬＥＤの寿命は上述したハロ
ゲンランプやキセノンランプ等に比べると遥かに長く、
電子内視鏡装置の操作者や管理者は上述したような煩わ
しいランプ交換作業から解放され得る。しかしながら、
電子内視鏡装置のスコープの遠位端には撮像センサの他
に鉗子チャンネルの開口部、送水口、送気口等が設けら
れるので、該スコープの遠位端に三原色のＬＥＤを設け
て白色光源とする態様では、そこに設けられるべきＬＥ
Ｄの全体的な数量には制限があり、十分な照明光量が得
られないという点が問題となる。
【０００６】詳述すると、撮像センサには焦点深度の深
い対物レンズが組み合わされ、このため撮像センサでは
そこから比較的遠方の被写体まで焦点の合った像が得ら
れることになるが、その比較的遠方の被写体までは十分
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な照明光が届かず、このため比較的遠方の被写体につい
ては鮮明な再現画像が得られないということになる。要
するに、上述の特許公開公報に開示されたＬＥＤによる
光源ユニットでは、撮像センサの近くの被写体を鮮明に
観察することはできたとしても、遠方の被写体について
は鮮明に観察し得ないという点が問題となる。
【０００７】また、上述の特許公開公報では、三原色の
ＬＥＤのそれぞの設置数については白色光源が得られる
ように調節されているが、しかしたとえ白色光源が得ら
れたとしても、スコープの撮像センサ自体はそれぞれ特
有の分光感度特性を示すことになるので、色むらのない
内視鏡像を得るためには、従来の場合と同様に、ホワイ
トバランス補正は不可欠な処理となる。要するに、三原
色のＬＥＤのそれぞれの設置数を調節して白色光源とす
ることは色むらのない内視鏡像を得るために好ましいこ
とと言えるが、しかし撮像センサ自体の特有の分光感度
特性を勘案したとき、三原色のＬＥＤのそれぞれの設置
数を調節して白色光源とすることが色むらのない内視鏡
像を得るということに直ちに結び付く訳でない。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】従って、本発明の目的
は、上述したようなタイプの電子内視鏡装置であって、
その画像信号処理ユニット内の光源ユニットに少なくと
も二色の発光ダイオードを用いて十分な照明光量を得ら
れるように構成すると共にそのスコープの撮像センサの
分光感度特性の偏りに拘わらずに色むらのない内視鏡像
を得られるように構成した電子内視鏡装置を提供するこ
とである。
【０００９】
【課題を解決するための手段】本発明による電子内視鏡
装置は、スコープと、このスコープの遠位端に設けられ
た撮像センサと、該スコープの近位端に着脱自在に接続
させられる画像信号処理ユニットとを具備し、該撮像セ
ンサで順次得られる１フレーム分の画素信号は画像信号
処理ユニットで適宜処理した後にそこからビデオ信号と
して出力される。また、電子内視鏡装置は、更に、スコ
ープの遠位端の前方を照明するための照明光を導くべく
該スコープに挿通させられた光ガイドケーブルと、画像
信号処理ユニット内に設けられた光源ユニットとを具備
し、画像信号処理ユニットへのスコープの接続時に該光
ガイドケーブルの近位端が光源ユニットに光学的に接続
させられる。本発明によれば、そのような電子内視鏡装
置において、光源ユニットが十分な照明光量を得るため
の少なくとも二色の発光ダイオード群から成り、それぞ
れの色の発光ダイオード群の発光ダイオードの駆動電流
が撮像センサのそれぞれの色の分光感度特性の偏りを相
殺するように設定されることが特徴とされる。
【００１０】好ましくは、光源ユニットは少なくとも２
色の発光ダイオード群を配列させたＬＥＤアレイ光源
と、このＬＥＤアレイ光源を駆動させるＬＥＤドライバ
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とを含み、このＬＥＤドライバの動作はタイミングジェ
ネレータによって制御される。
【００１１】本発明による電子内視鏡装置において、ス
コープとして、少なくとも２つのタイプのものが用意さ
れ得る。このような場合には、各スコープにはそのタイ
プを表すタイプ情報を格納するメモリ手段が設けられ、
一方画像信号処理ユニットにはそこにスコープが接続さ
れた際に該メモリ手段からタイプ情報を読み出す読出し
手段と、その読出しタイプ情報に従ってタイミングジェ
ネレータを設定する設定手段とが設けられ、これにより
タイミングジェネレータによるＬＥＤドライバの制御態
様がスコープのタイプ毎に変更される。
【００１２】
【発明の実施の形態】次に、本発明による電子内視鏡装
置の実施形態について添付図面を参照して説明する。
【００１３】図１を参照すると、本発明による電子内視
鏡装置の第1の実施形態がブロック図として概略的に示
される。電子内視鏡装置はスコープ１０と、このスコー
プ１０を着脱自在に接続するようになった画像信号処理
ユニット（所謂、プロセッサ）１２とを具備する。本実
施形態では、後述するように、スコープ１０として２つ
のタイプのものが用意され、これら２つのタイプのスコ
ープ１０によって画像信号処理ユニット１２は共用され
る。
【００１４】スコープ１０には固体撮像素子例えばＣＣ
Ｄ(charge-coupled device) 撮像素子から成る撮像セン
サ１４が設けられ、この撮像センサ１４はそのＣＣＤ撮
像素子と組み合わされた対物レンズ１６を備える。ま
た、スコープ１０内には光ファイバー束から成る照明用
光ガイドケーブル１８が挿通させられ、この光ガイドケ
ーブル１８の遠位端は照明用配光レンズ２０と組み合わ
される。なお、図１では、体腔内の組織の一部が参照符
号Ｔでもって模式的に図示されている。
【００１５】図２及び図３を参照すると、２つのタイプ
のスコープ１０がそれぞれ概略的に示され、これらスコ
ープ１０の外観は実質的に同じであるが、しかし一方の
タイプのスコープ１０で使用される撮像センサ１４は他
方のタイプのスコープ１０で使用される撮像センサ１４
とは異なったものとなっている。なお、ここでは、図２
及び図３の示すスコープ１０についてはそれぞれＡタイ
プ及びＢタイプととして言及することにする。図２に示
すＡタイプのスコープ１０では、撮像センサ１４は所謂
モノクロ（単色）ＣＣＤから構成されるものであり、図
３に示すＢタイプのスコープ１０は所謂オン・チップ・
カラー・フィルタを持つＣＣＤから構成されるものであ
る。
【００１６】いずれのタイプにしても、スコープ１０は
剛性構造となった操作部１０ａと、この操作部１０ａか
ら延在した可撓性導管即ち挿入部１０ｂとから成る。操
作部１０ａには挿入部１０ｂの先端部を向きを操作する
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ための操作稈や種々のスイッチ類等が設けられるが、図
２及び図３では、それら操作稈やスイッチ類は省かれて
いる。挿入部１０ｂの先端面即ち遠位端面には上述した
対物レンズ１６及び照明用配光レンズ２０が配設され
る。
【００１７】図２及び図３から明らかなように、スコー
プ１０は更に操作部１０ｂから延びる可撓性の接続ケー
ブル１０ｃを具備し、その近位端側には接続部１０ｄが
設けられる。接続部１０ｄは電気コネクタ１０ｅ及び光
コネクタ１０ｆを備え、電気コネクタ１０ｅの内部には
所定の数のコンタクトピンが設けられ、光コネクタ１０
ｆは光ガイドロッドとして構成され、その内端には光ガ
イドケーブル１８の近位端が光学的に接続される。
【００１８】図４を参照すると、画像信号処理ユニット
１２の外観が概略的に示され、この画像信号処理ユニッ
ト１４は方形のハウジング１２ａから成り、その一方の
壁面には、電気コネクタ１０ｅと接続されるようになっ
た電気ソケット１２ｂと、光コネクタ即ち光ガイドロッ
ド１０ｆを受け入れるようになった光ソケット１２ｃと
が設けられる。スコープ１０の接続部１０ｄを手動操作
することにより電気コネクタ１０ｅ及び光ガイドロッド
１０ｆは画像信号処理ユニット１２の電子ソケット１２
ｂ及び光ソケット１２ｃにそれぞれ接続される。なお、
図４において、参照符号１２ｄは画像信号処理ユニット
１２の主電源ＯＮ／ＯＦＦスイッチを示す。
【００１９】図１に示すように、撮像センサ１４からは
入力ライン２２と出力ライン２４とが延び、これら入力
ライン２２及び出力ライン２４は電気コネクタ１０ｅと
電子ソケット１２ｂとの接続時に画像信号処理ユニット
１２内のＣＣＤドライバ２６及びＣＣＤプロセス回路２
８にそれぞれ接続される。ＣＣＤドライバ２６は撮像セ
ンサ１４から１フレーム分の画素信号を読み出すための
読出しクロックパルスを出力し、この読出しクロックパ
ルスは入力ライン２２を通して撮像センサ１４に入力さ
れる。撮像センサ１４から読み出された画素信号は出力
ライン２４を通してＣＣＤプロセス回路２８に対して出
力され、ＣＣＤプロセス回路２８では読出し画素信号に
対して種々の処理が行われる。例えば、読出し画素信号
はＣＣＤプロセス回路２８で一旦増幅された後にサンプ
リングされ、次いでガンマ補正等の適当な画像処理を受
ける。
【００２０】また、光ガイドケーブル１８の近位端側の
部分も接続ケーブル１０ｃ内に挿通させられ、光ガイド
ロッド１０ｆと光ソケット１２ｃとの接続時に該光ガイ
ドロッド１０ｆの先端面が画像信号処理ユニット１２内
の光源ユニット３０に光学的に接続される。光源ユニッ
ト３０は光源として多数の発光ダイオード（ＬＥＤ）か
ら成るＬＥＤアレイ光源３２と、このＬＥＤアレイ光源
３２を動作させて発光させるＬＥＤドライバ３４と、Ｌ
ＥＤアレイ光源３２からの発光を光ガイドロッド１０ｆ
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の先端面に集光させるための集光レンズ３６とを包含す
る。かくして、ＬＥＤアレイ光源３２からの発光は照明
光として光ガイドケーブル１８及び照明用配光レンズ２
０を介しスコープ１０の遠位端から射出させられ、その
射出光により被写体Ｔは照明される。
【００２１】図４に模式的に示すように、ＬＥＤアレイ
光源３２は三原色の発光ダイオード群、即ち赤色発光ダ
イオード（Ｒ）から成る赤色発光ダイオード群と、緑色
発光ダイオード（Ｇ）から成る緑色発光ダイオード群
と、青色発光ダイオード（Ｂ）から成る青色発光ダイオ
ード群を具備する。同図に示すように、これら三原色の
発光ダイオードは好ましくは図４に示すように規則的に
配置され、これにより三原色光の発光面が形成される。
ＬＥＤアレイ光源３２はその発光面の中心が光ソケット
１２ｃとほぼ成立するように配置され、このため該光ソ
ケット１２ｅに光ガイドロッド１０ｆが接続されたと
き、発光領域３２ｂからの射出光は集光レンズ３６（図
１）によって光ガイドロッド１０ｆ（図２及び図３）の
端面に効率的に集光させられる。なお、本実施形態で
は、各色の発光ダイオード群には例えば20個の発光ダイ
オードが含まれ、三原色の発光ダイオードの総数は60個
とされる。
【００２２】図１に示すように、画像信号処理ユニット
１２内にはシステコントローラ３８が設けられ、このシ
ステムコントローラ３８は例えばマイクロコンピュータ
から構成される。即ち、システムコントローラ３８は中
央処理ユニット（ＣＰＵ）、種々のルーチンを実行する
ためのプログラム、定数等を格納する読出し専用メモリ
（ＲＯＭ）、データ等を一時的に格納する書込み／読出
し自在なメモリ（ＲＡＭ）、入出力インターフェース
（Ｉ／Ｏ）を包含し、後述するように電子内視鏡の作動
全般を制御する。
【００２３】また、画像信号処理ユニット１２内にはタ
イミングジェネレータ４０が設けられ、このタイミング
ジェネレータ４０からは種々の周波数の制御クロックパ
ルスが出力され、これら制御クロックパルスに従って電
子内視鏡の個々の動作タイミングが制御される。例え
ば、上述したＣＣＤドライバ２６から撮像センサ１４へ
の読出しクロックパルスの出力タイミングやＣＣＤプロ
セス回路２８での読出し画素信号の処理タイミング等が
タイミングジェネレータ４０からの所定の制御クロック
パルスに従って制御される。また、ＬＥＤドライバ３４
もタイミングジェネレータ４０から出力される制御クロ
ックパルスに従って動作させられ、これによりＬＥＤア
レイ光源３２の発光ダイオードの発光が後述するように
所定の態様で制御される。
【００２４】上述したように、Ａタイプのスコープ１０
の撮像センサ１４はモノクロＣＣＤから構成され、一方
Ｂタイプのスコープ１０の撮像センサ１４はオン・チッ
プ・カラー・フィルタを持つＣＣＤから構成される。こ
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7
の場合、双方のタイプの撮像センサ１４で得られる１フ
レーム分の画素数は互いに異なり、このためＣＣＤドラ
イバ２６からＡタイプのスコープ１０の撮像センサ１４
及びＢタイプのスコープ１０の撮像センサ１４のそれぞ
れに出力されるべき読出しクロックパルスの周波数は互
いに異なったものとなる。同様に、ＣＣＤプロセス回路
２８での読出し画素信号の処理タイミングもＡタイプの
スコープ１０の撮像センサ１４の場合とＢタイプのスコ
ープ１０の撮像センサ１４の場合とでは異なる。従っ
て、Ａタイプのスコープ１０及びＢタイプのスコープ１
０のいずれかが画像信号処理ユニット１２に接続された
とき、そのスコープ１０（撮像センサ１４）のタイプに
応じた制御クロックパルスがシステムコントローラ３８
の制御下でタイミングジェネレータ４０から出力され
る。
【００２５】スコープ１０（撮像センサ１４）のタイプ
に応じた制御クロックパルスを出力するためには、シス
テムコントローラ３８は画像信号処理ユニット１２に接
続されたスコープ１０がＡタイプ或いはＢタイプのいず
れのタイプのものであるかを知る必要がある。この目的
のためにスコープ１０には不揮発性メモリとしてＥＥＰ
ＲＯＭ(electrically erasable programmable read-onl
y memory)４１が設けられ、Ａタイプのスコープ１０の
ＥＥＰＲＯＭ５６には該スコープ１０がＡタイプである
ことを示すタイプ情報が格納され、またＢタイプのスコ
ープ１０のＥＥＰＲＯＭ５６には該スコープ１０がＢタ
イプであることを示すタイプ情報が格納される。図１か
ら明らかなように、Ａタイプ及びＢタイプのいずれかの
スコープ１０が画像信号処理ユニット１２に接続される
と、ＥＥＰＲＯＭ５６は画像信号処理ユニット１２のシ
ステムコントローラ３８に接続され、このとき画像信号
処理ユニット１２の電源スイッチがオンされていれば、
上述のタイプ情報がＥＥＰＲＯＭ５６からシステムコン
トローラ３８によって取り込まれ、これにより画像信号
処理ユニット１２に接続されたスコープ１０がいずれの
タイプのものであるかが判別され得る。
【００２６】図６を参照すると、ＬＥＤアレイ光源３２
とＬＥＤドライバ３４との回路構成が示される。同図に
示すように、ＬＥＤアレイ光源３２では、赤色発光ダイ
オード（Ｒ）、緑色発光ダイオード（Ｇ）及び青色発光
ダイオード（Ｂ）はそれぞれ直列に接続される。一方、
ＬＥＤドライバ３４には三原色の発光ダイオードの電源
回路（図示されない）が設けられ、この電源回路によ
り、それぞれの色の発光ダイオード列のアノード側に電
源電圧Ｖ

cc
が印加される。また、ＬＥＤドライバ３４に

はトランジスタＴ
r1
、Ｔ

r2
及びＴ

r3
が設けられ、これら

トランジスタＴ
r1
、Ｔ

r2
及びＴ

r3
のコレクタはそれぞれ

赤色発光ダイオード列（Ｒ）、緑色発光ダイオード列
（Ｇ）及び青色発光ダイオード列（Ｂ）のカソード側に
接続され、トランジスタＴ

r1
、Ｔ

r2
及びＴ

r3
のそれぞれ
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のエミッタは抵抗Ｒ

1
、Ｒ

2
及びＲ

3
を介して接地され

る。
【００２７】トランジスタＴ

r1
、Ｔ

r2
及びＴ

r3
のベース

はタイミングジェネレータ４０に接続され、所定の周波
数の制御クロックパルスがタイミングジェネレータ４０
から各トランジスタ（Ｔ

r1
、Ｔ

r2
、Ｔ

r3
）のベースに印

加される。勿論、各トランジスタ（Ｔ
r1
、Ｔ

r2
、Ｔ

r3
）

のベースに制御クロックパルスが印加されると、その該
当色の発光ダイオード（Ｒ、Ｇ、Ｂ）は個々の制御クロ
ックパルスのパルス幅に応じた時間だけかつその時間の
印加電圧に応じた電流で通電させられて発光される。
【００２８】ところで、Ａタイプのスコープ１０の撮像
センサ１４は上述したようにモノクロＣＣＤから構成さ
れるものであり、このような撮像センサ１４は例えば図
７のグラフに示すように偏った分光感度特性ＡＳを持ち
得る。即ち、Ａタイプのスコープ１０の撮像センサ１４
については、約580ないし約720nmの波長を持つ赤色光に
対して最も感度が良く、次いで約480ないし約620nmの波
長を持つ緑色光に対して感度が良く、約380ないし約520
nmの波長を持つ青色光に対して最も感度が悪い。要する
に、Ａタイプのスコープの撮像センサ１４の分光感度特
性ＡＳは可視光領域の長波長側に向かって次第に高感度
となるような偏りを示す。
【００２９】従って、仮にＬＥＤアレイ光源３２が白色
光源となるように三原色のそれぞれの色の発光ダイオー
ド群（Ｒ、Ｇ、Ｂ）が同じ強度で発光させられた場合、
即ち、図８のグラフに示すように、赤色発光ダイオード
（Ｒ）の発光強度分布、緑色発光ダイオード（Ｒ）の発
光強度分布及び青色発光ダイオード（Ｂ）の発光強度分
布が互いに実質的に同じとなるようにされている場合に
は、撮像センサ１４の分光感度特性ＡＳ（図７）の偏り
ために、赤色発光ダイオード（Ｒ）の発光強度分布、緑
色発光ダイオード（Ｒ）の発光強度分布及び青色発光ダ
イオード（Ｂ）の発光強度分布は見掛け上図９のグラフ
に示すようなものとなる。即ち、赤色発光ダイオード
（Ｒ）の発光強度分布（撮像センサ１４にとっての受光
強度分布）は最大で、緑色発光ダイオード（Ｒ）の発光
強度分布（撮像センサ１４にとっての受光強度分布）及
び青色発光ダイオード（Ｂ）の発光強度分布（撮像セン
サ１４にとっての受光強度分布）は順次低下するような
ものとなる。
【００３０】しかしながら、実際には、ＬＥＤアレイ光
源３２の三原色のそれぞれの色の発光ダイオード（Ｒ、
Ｇ、Ｂ）を発光させる際の駆動電流については図７に示
す分光感度特性ＡＳの偏りが相殺されるように調節さ
れ、このような調節はトランジスタＴ

r1
、Ｔ

r2
及びＴ

r3

のベースに印加されるべき制御クロックパルスの電圧値
を適宜調節することにより可能である。
【００３１】図１０のタイミングチャートを参照して、
Ａタイプのスコープ１０が画像信号処理ユニット１２に
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9
接続されている際の画像信号処理ユニット１２の作動に
ついて説明する。
【００３２】上述したように、Ａタイプのスコープ１０
の撮像センサ１４はモノクロＣＣＤから構成され、この
ような撮像センサ１４でカラー内視鏡像を得るために面
順次方式が採用され、このときＬＥＤアレイ光源３２の
三原色のそれぞれの色の発光ダイオードは所定の順序で
周期的に発光させられる。
【００３３】詳述すると、図１０のタイミングチャート
に示すように、制御クロックパルスA-CLCK1、A-CLK2及
びA-CLK3がタイミングジェネレータ４０からトランジス
タＴ

r1
、Ｔ

r2
及びＴ

r3
のそれぞれのベースに対して出力

され、これら制御クロックパルスA-CLCK1、A-CLK2及びA
-CLK3に従って、ＬＥＤアレイ光源３２の赤色発光ダイ
オード（Ｒ）、緑色発光ダイオード（Ｇ）及び青色発光
ダイオード（Ｂ）が１フレーム期間毎に順次周期的に発
光される。同図のタイミングチャートから明らかなよう
に、制御クロックパルスA-CLCK1の電圧レベルは最小と
され、制御クロックパルスA-CLK3の電圧レベルは最大と
され、制御クロックパルスA-CLK2の電圧レベルはその双
方の電圧レベルの中間レベルとされる。要するに、赤色
発光ダイオード（Ｒ）の駆動電流は最も小さく、青色発
光ダイオード（Ｂ）の駆動電流は最も大きく、緑色発光
ダイオード（Ｇ）の駆動電流の大きさはその中間とさ
れ、このため赤色発光ダイオード（Ａ）の発光強度は最
も低めに設定され、青色発光ダイオード（Ｂ）の発光強
度は最も高めに設定され、緑色発光ダイオード（Ｇ）の
発光強度はその中間に設定され、これによりＡタイプの
スコープ１０の撮像センサ１４の分光感度特性の偏り
（図７）が相殺されることとなる。
【００３４】各色の発光ダイオードの発光時、撮像セン
サ１４はその色の光で露光され、このとき撮像センサ１
４の受光面には被写体Ｔの被写体像が対物レンズ１６に
よって結像される。即ち、赤色被写体像、緑色被写体像
及び青色被写体像が対物レンズ１６によって順次結像さ
せられ、各色の被写体像は撮像センサ１４によって１フ
レーム分のアナログ画素信号に光電変換される。
【００３５】図１０のタイミングチャートから明らかな
ように、三原色のそれぞれの色の露光が完了すると、Ｃ
ＣＤドライバ２６からは一連の読出しクロックパルスが
撮像センサ１４に対して出力され、これにより撮像セン
サ１４からはその該当色の１フレーム分のアナログ画素
信号が順次読み出され、その読出しアナログ画素信号は
ＣＣＤプロセス回路２８で既に述べたような処理を順次
受ける。ＣＣＤプロセス回路２８で処理されたアナログ
画素信号はアナログ／デジタル（Ａ／Ｄ）変換器４２
（図１）によってデジタル画素信号に一旦変換させられ
る。なお、Ａ／Ｄ変換器４２でのアナログ画素信号から
デジタル画素信号への変換については、タイミングジェ
ネレータ４０から出力される制御クロックパルス（所謂

10
サンプリング・クロックパルス）に従って行われる。
【００３６】次いで、１フレーム分のデジタル画素信号
はその色に応じて３つのフレームメモリ４４Ｒ、４４Ｇ
及び４４Ｂのいずれかに書き込まれる。即ち、１フレー
ム分の赤色デジタル画素信号はフレームメモリ４４Ｒに
書き込まれ、１フレーム分の緑色デジタル画素信号はフ
レームメモリ４４Ｇに書き込まれ、１フレーム分の青色
デジタル画素信号はフレームメモリ４４Ｂに書き込まれ
る。図１０のタイミングチャートから明らかなように、
１フレーム期間が終了したとき、３つのフレームメモリ
４４Ｒ、４４Ｇ及び４４Ｂのそれぞれへの１フレーム分
の赤色デジタル画素信号、１フレーム分の緑色画素信号
及び１フレーム分の青色画素信号の書込みが完了するこ
とになる。
【００３７】一方、フレームメモリ４４Ｒ、４４Ｇ及び
４４Ｂにそれぞれの色のデジタル画素信号が順次書き込
まれている間、該フレームメモリ４４Ｒ、４４Ｇ及び４
４Ｂからは互いに対応関係にある三原色のデジタル画素
信号が所定のタイミングで同時に読み出されてデジタル
・コンポーネント・ビデオ信号として出力される。フレ
ームメモリ４４Ｒ、４４Ｇ及び４４Ｂへのデジタル画素
信号の書込み及びフレームメモリ４４Ｒ、４４Ｇ及び４
４Ｂからのデジタル画素信号の読出しについては、メモ
リコントローラ４６から出力される書込みクロックパル
ス及び読出しクロックパルスに従って行われ、これら書
込みクロックパルス及び読出しクロックパルスの出力タ
イミングはタイミングジェネレータ４０から出力される
制御クロックパルスによって制御される。また、コンポ
ーネント・ビデオ信号の同期信号成分はタイミングタイ
ミングジェネレータ４０で造成される。
【００３８】フレームメモリ４４Ｒ、４４Ｇ及び４４Ｂ
から得られたデジタル・コンポーネント・ビデオ信号は
デジタル／アナログ（Ｄ／Ａ）変換器４８によってアナ
ログ・コンポーネント・ビデオ信号に変換され、このア
ナログ・コンポーネント・ビデオ信号はＴＶモニタ５０
に出力され、一方同期信号成分はタイミングジェネレー
タ４０からＴＶモニタ５０に対して出力され、かくして
ＴＶモニタ５０では被写体Ｔの被写体像が内視鏡像とし
て再現表示される。なお、アナログ・コンポーネント・
ビデオ信号はＤ／Ａ変換器４８からカラーエンコーダ５
２にも出力され、また同期信号成分もカラーエンコーダ
５２に出力され、そこでアナログ・コンポーネント・ビ
デオ信号はコンポジットビデオ信号或いはＳビデオ信号
に変換された後に外部に出力され、これらコンポジット
ビデオ信号或いはＳビデオ信号は例えばビデオ・テープ
・レコーダ等（図示されない）の周辺機器で利用され
る。
【００３９】もし仮に赤色発光ダイオード（Ｒ）、緑色
発光ダイオード（Ｇ）及び青色発光ダイオード（Ｂ）の
発光強度が同程度となるような条件下で基準白色が撮像
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11
センサ１４によって撮影された場合には、図１１に模式
的に示すように、Ｄ／Ａ変換器４８から出力されるアナ
ログ・コンポーネント・ビデオ信号の赤色信号成分
（Ｒ）は最も高く、その緑色信号成分（Ｇ）は次いで高
く、その青色信号成分（Ｂ）は最も低くなる。勿論、こ
れは図７に示すような撮像センサ１４の分光感度特性Ａ
Ｓの偏りに起因するものである。このような状態で被写
体Ｔが撮像センサ１４で撮影されて、その被写体像がＴ
Ｖモニタ５０で内視鏡像として再現表示されたとき、そ
の内視鏡像の色バランスは赤色側に偏り、このため適正
な色バランスの内視鏡像は得られない。
【００４０】しかしながら、実際には、図７に示す分光
感度特性ＡＳの偏りを相殺するために、赤色発光ダイオ
ード（Ｒ）の駆動電流、緑色発光ダイオード（Ｇ）の駆
動電流及び青色発光ダイオード（Ｂ）の駆動電流は次第
に大きくなるようにされるので、撮像センサ１４の分光
感度特性ＡＳは実質的に平坦化される。かくして、基準
白色が撮像センサ１４によって撮影されたとき、図１２
に模式的に示すように、Ｄ／Ａ変換器４８から出力され
るアナログ・コンポーネント・ビデオ信号の赤色信号成
分（Ｒ）、緑色信号成分（Ｇ）は均一となり、適正な色
バランスの内視鏡像が得られることになる。
【００４１】一方、Ｂタイプのスコープ１０の撮像セン
サ１４（図３）はオン・チップ・カラー・フィルタを持
つＣＣＤから構成されるものである。なお、本実施形態
では、オン・チップ・カラー・フィルタは三原色の赤
色、緑色及び青色の三原色のカラーフィルタをモザイク
状に配置したものとされる。このようなオン・チップ・
カラー・フィルタを持つ撮像センサ１４でカラー内視鏡
像を得るために所謂同時撮像方式が採用され、本実施形
態では、ＬＥＤアレイ光源３２の三原色のそれぞれの色
の発光ダイオードは同時にしかも周期的に発光させられ
る。
【００４２】ところで、Ｂタイプのスコープ１０の撮像
センサ１４は例えば図１３のグラフに示すように偏った
分光感度特性ＢＳを持ち得る。即ち、Ｂタイプのスコー
プ１０の撮像センサ１４については、約580ないし約720
nmの波長を持つ赤色光及び約480ないし約620nmの波長を
持つ緑色光に対して同程度の感度を持ち、約380ないし
約520nmの波長を持つ青色光に対して幾分低感度となっ
ている。要するに、Ｂタイプのスコープの撮像センサ１
４の分光感度特性ＢＳは可視光領域の中間領域で高感度
となっているが、その短波長側及び長波長側で低感度と
なるような偏りを示す。
【００４３】従って、仮にＬＥＤアレイ光源３２が白色
光源となるように三原色のそれぞれの色の発光ダイオー
ド群（Ｒ、Ｇ、Ｂ）が同じ強度で発光させられた場合
（図８）、撮像センサ１４の分光感度特性ＢＳ（図１
３）の偏りために、赤色発光ダイオード（Ｒ）の発光強
度分布、緑色発光ダイオード（Ｒ）の発光強度分布及び
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青色発光ダイオード（Ｂ）の発光強度分布は見掛け上図
１４のグラフに示すようなものとなる。即ち、赤色発光
ダイオード（Ｒ）及び緑色発光ダイオード（Ｒ）の発光
強度分布（撮像センサ１４にとっての受光強度分布）は
ほぼ等しく、青色発光ダイオード（Ｂ）の発光強度分布
（撮像センサ１４にとっての受光強度分布）は多少低め
となる。
【００４４】しかしながら、実際には、Ｂタイプのスコ
ープ１０が用いられるときには、ＬＥＤアレイ光源３２
の三原色のそれぞれの色の発光ダイオード（Ｒ、Ｇ、
Ｂ）を発光させる際の駆動電流については図１３に示す
分光感度特性ＢＳの偏りが相殺されるように調節され、
このような調節もＡタイプのスコープの場合と同様にト
ランジスタＴ

r1
、Ｔ

r2
及びＴ

r3
のベースに印加されるべ

き制御クロックパルスの電圧値を適宜調節することによ
り可能である。
【００４５】図１５のタイミングチャートを参照して、
Ｂタイプのスコープ１０が画像信号処理ユニット１２に
接続されている際の画像信号処理ユニット１２の作動に
ついて説明する。
【００４６】上述したように、Ｂタイプのスコープ１０
の撮像センサ１４はオン・チップ・カラー・フィルタ
（Ｒ、Ｇ、Ｂ）を持つＣＣＤから構成され、このような
撮像センサ１４でカラー内視鏡像を得るためには、既に
述べたように同時撮像方式が採用され、本実施形態で
は、ＬＥＤアレイ光源３２の三原色のそれぞれの色の発
光ダイオードは周期的に同時に発光させられる。
【００４７】例えば、図１５のタイミングチャートに示
すように、制御クロックパルスB-CLCK1、B-CLK2及びB-C
LK3が垂直同期信号と同期してタイミングジェネレータ
４０からトランジスタＴ

r1
、Ｔ

r2
及びＴ

r3
のそれぞれの

ベースに対して出力され、これら制御クロックパルスB-
CLCK1、B-CLK2及びB-CLK3に従って、ＬＥＤアレイ光源
３２の赤色発光ダイオード、緑色発光ダイオード及び青
色発光ダイオードが１フレーム期間毎に同時にかつ周期
的に発光される。
【００４８】詳述すると、三原色の発光ダイオードは垂
直同期信号によって規定される１フィールド期間にわた
って同時に発光され、この発光期間にわたって撮像セン
サ１４の受光面には被写体Ｔの被写体像が対物レンズ１
６によって結像される。即ち、三原色の発光ダイオード
の発光期間が撮像センサ１４のＣＣＤ感光部に対して露
光期間となる。しかしながら、その電子シャッタ機能が
動作されるまでは、蓄積電荷はＣＣＤ感光部から掃き出
される。電子シャッタ機能が動作させられると、ＣＣＤ
感光部は画素信号を得るべく電荷蓄積を開始し、三原色
の発光ダイオードの発光期間の終了時に電荷蓄積を終了
して、その蓄積電荷を画素信号としてＣＣＤ転送部に転
送する。
【００４９】ここで注目すべき点は、図１６のタイミン
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グチャートから明らかなように、制御クロックパルスB-
CLCK1及びB-CLK2の双方の電圧レベルは同程度とされる
のに対して、制御クロックパルスB-CLK3の電圧レベルだ
け多少高めとされるとうことである。要するに、赤色発
光ダイオード（Ｒ）の駆動電流と緑色発光ダイオード
（Ｇ）の駆動電流とはほぼ同じに設定され、青色発光ダ
イオード（Ｂ）の駆動電流だけた高めに設定され、これ
によりＢタイプのスコープ１０の撮像センサ１４の分光
感度特性の偏り（図１３）が相殺されることとなる。
【００５０】図１６のタイミングチャートに示すよう
に、撮像センサ１４のＣＣＤ感光部に対する露光が完了
すると、ＣＣＤドライバ２６からは一連の読出しクロッ
クパルスが撮像センサ１４に対して出力され、これによ
り撮像センサ１４のＤＤＣ転送部からは１フィールド分
の三原色アナログ画素信号が順次読み出され、その読出
しアナログ画素信号はＣＣＤプロセス回路２８で既に述
べたような処理を順次受ける。ＣＣＤプロセス回路２８
で処理されたアナログ画素信号はアナログ／デジタル
（Ａ／Ｄ）変換器４２（図１）によってデジタル画素信
号に一旦変換させられ、Ａ／Ｄ変換器４２でのアナログ
画素信号からデジタル画素信号への変換については、タ
イミングジェネレータ４０から出力される制御クロック
パルス（所謂サンプリング・クロックパルス）に従って
行われる。勿論、タイミングジェネレータ４０から出力
される制御クロックパルスはＡタイプのスコープ１０の
場合とは異なった周波数を持ち、撮像センサ１４からの
アナログ画素信号読出し、そのアナログ画素信号の処理
やＡ／Ｄ変換器４２でのデジタル画素信号のサンプリン
グはＡタイプのスコープ１０の場合とは異なったタイミ
ングで行われる。
【００５１】次いで、１フィールド分の三原色デジタル
画素信号に含まれるデジタル画素信号はその色に応じて
３つのフレームメモリ４４Ｒ、４４Ｇ及び４４Ｂのいず
れかに書き込まれる。即ち、１フィールド分の赤色デジ
タル画素信号、緑色デジタル画素信号及び青色デジタル
画素信号はそれぞれフレームメモリ４４Ｒ、４４Ｇ及び
４４Ｂに書き込まれる。図１６のタイミングチャートか
ら明らかなように、１フィールド期間が終了したとき、
３つのフレームメモリ４４Ｒ、４４Ｇ及び４４Ｂのそれ
ぞれへの１フィールド分の赤色デジタル画素信号、１フ
ィールド分の緑色画素信号及び１フィールド分の青色画
素信号の書込みが完了することになる。なお、ＮＴＳＣ
方式が採用されている場合には、１フィールド期間は1/
60秒となる。
【００５２】一方、フレームメモリ４４Ｒ、４４Ｇ及び
４４Ｂにそれぞれの色のデジタル画素信号が順次書き込
まれている間、該フレームメモリ４４Ｒ、４４Ｇ及び４
４Ｂからは互いに対応関係にある三原色のデジタル画素
信号が所定のタイミングで同時に読み出される。即ち、
Ａタイプのスコープ１０の場合と同様に、フレームメモ
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リ４４Ｒ、４４Ｇ及び４４Ｂからはそれぞれの色のデジ
タル画素信号がデジタル・コンポーネント・ビデオ信号
として出力される。勿論、フレームメモリ４４Ｒ、４４
Ｇ及び４４Ｂにデジタル画素信号を書き込む際の書込み
クロックパルス及びフレームメモリ４４Ｒ、４４Ｇ及び
４４Ｂからデジタル画素信号を読み出す際の読出しクロ
ックパルスはＢタイプのスコープ１０の撮像センサ１４
に応じたものとなっている。
【００５３】フレームメモリ４４Ｒ、４４Ｇ及び４４Ｂ
から得られたデジタル・コンポーネント・ビデオ信号は
デジタル／アナログ（Ｄ／Ａ）変換器４８によってアナ
ログ・コンポーネント・ビデオ信号に変換され、その後
ＴＶモニタ５０で被写体Ｔの被写体像が内視鏡像として
再現表示されることはＡタイプのスコープ１０の場合と
同様である。また、アナログ・コンポーネント・ビデオ
信号はＤ／Ａ変換器４８からカラーエンコーダ５２に出
力され、そこでアナログ・コンポーネント・ビデオ信号
はコンポジットビデオ信号或いはＳビデオ信号に変換さ
れた後に外部に出力されることもＡタイプのスコープ１
０の場合と同様である。
【００５４】Ａタイプのスコープ１０について説明した
場合と同様に、もし仮に赤色発光ダイオード（Ｒ）の駆
動電流、緑色発光ダイオード（Ｇ）の駆動電流及び青色
発光ダイオード（Ｂ）の駆動電流が同じ大きさに設定さ
れた条件下で基準白色が撮像センサ１４によって撮影さ
れた場合には、Ｄ／Ａ変換器４８から出力されるアナロ
グ・コンポーネント・ビデオ信号の赤色信号成分（Ｒ）
及び緑色信号成分（Ｇ）はほぼ同程度で、その青色信号
成分（Ｂ）だけが低めとなる。勿論、これは図１３に示
すような撮像センサ１４の分光感度特性ＢＳの偏りに起
因するものである。このような状態で被写体Ｔが撮像セ
ンサ１４で撮影されて、その被写体像がＴＶモニタ５０
で内視鏡像として再現表示されたとき、その内視鏡像の
色バランスはくずれて緑色と赤色が強調され、このため
適正な色バランスの内視鏡像は得られない。
【００５５】そこで、実際には、図１３に示す分光感度
特性ＢＳの偏りを相殺すべく赤色発光ダイオード（Ｒ）
及び緑色発光ダイオード（Ｇ）の駆動電流は青色発光ダ
イオード（Ｂ）の駆動電流よりも低めとされるので、撮
像センサ１４の分光感度特性ＢＳは実質的に平坦化され
る。かくして、基準白色が撮像センサ１４によって撮影
されたとき、Ｄ／Ａ変換器４８から出力されるアナログ
・コンポーネント・ビデオ信号の赤色信号成分（Ｒ）、
緑色信号成分（Ｇ）は均一となり、適正な色バランスの
内視鏡像が得られることになる。
【００５６】図１６を参照すると、システムコントロー
ラ３８で実行されるタイプ設置ルーチンのフローチャー
トが示され、このタイプ設定ルーチンの実行によりスコ
ープ１０のタイプに応じてＬＣＤアレイ光源３２及びタ
イミングジェネレータ４０の設定が行われる。タイプ設
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定ルーチンは所定の時間間隔例えば20ms毎に実行される
時間割込みルーチンとして構成され、その実行開始は画
像信号処理ユニット１２の電源ＯＮ／ＯＦＦスイッチ１
２ｄ（図４）のオン後とされ、この電源ＯＮ／ＯＦＦス
イッチ１２ｄがオンされている限り、20ms毎にその実行
が繰り返される。
【００５７】ステップ１６０１では、スコープ１０が画
像信号処理ユニット１２に接続されたか否かが判断され
る。画像信号処理ユニット１２に対するスコープ１０の
接続の有無については、例えば、電気コネクタ１２ｅ
（図２、図３）に接続検出コンタクトピンを設け、この
接続検出コンタクトピンが電気ソケット１２ｂに接続さ
れたか否かによって判別することができる。画像信号処
理ユニット１２へのスコープ１０の接続が確認されない
とき、ステップ１６０２に進み、そこで設定確認フラグ
Ｆが“０”とされた後、本ルーチンは一旦終了する。そ
の後、本ルーチンは20ms経過毎に実行されるが、画像信
号処理ユニット１２へのスコープ１０の接続が確認され
ない限り、何等の進展もない。
【００５８】なお、設定確認フラグＦはタイミングジェ
ネレータに対する設定が完了しているか否かを指示する
フラグであり、電源ＯＮ／ＯＦＦスイッチ１２ｄのオン
直後の初期状態では、Ｆ＝０とされている。
【００５９】ステップ１６０１で画像信号処理ユニット
１２へのスコープ１０の接続が確認されると、ステップ
１６０３に進み、そこでフラグＦが“０”であるか否か
が判断される。現段階では、Ｆ＝０であるので、ステッ
プ１６０４に進み、そこでＥＥＰＲＯＭ４１からタイプ
情報が取り込まれる。次いで、ステップ１６０５に進
み、そこで画像信号処理ユニット１２に接続されたスコ
ープ１０がＡタイプのものであるか或いはＢタイプのも
のであるかが判断される。勿論、そのような判断はＥＥ
ＰＲＯＭ４１から取り込まれたタイプ情報に基づいて行
われる。
【００６０】ステップ１６０５でもしスコープ１０がＡ
タイプのものであることが確認されると、ステップ１６
０６に進み、タイミングジェネレータ４０がＡタイプの
スコープ１０に従って設定される。即ち、タイミングジ
ェネレータ１０の設定については、撮像センサ１４に対
する露光及びそこからの画素信号の読出し等が図１０の
タイミングチャートに従って行われるように行われる。
次いで、ステップ１６０７に進み、そこで設定確認フラ
グＦは“０”から“１”に書き換えられ、これによりタ
イミングジェネレータ４０の設定が完了したことが指示
される。その後、20ms経過毎に本ルーチンは実行される
が、画像信号処理ユニット１２からスコープ１０が取り
外されない限り、ステップ１６０１及び１６０３から成
るルーチンだけが繰り返され、タイミングジェネレータ
４０のＡタイプに従う設定は維持される。
【００６１】一方、ステップ１６０５でもしスコープ１
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０がＢタイプのものであることが確認されると、ステッ
プ１６０８に進み、タイミングジェネレータ４０がＢタ
イプのスコープ１０に従って設定される。即ち、タイミ
ングジェネレータ１０の設定については、撮像センサ１
４に対する露光及びそこからの画素信号の読出し等が図
１５のタイミングチャートに従って行われるように行わ
れる。次いで、ステップ１６０７に進み、そこで設定確
認フラグＦは“０”から“１”に書き換えられ、これに
よりタイミングジェネレータ４０の設定が完了したこと
が指示される。その後、20ms経過毎に本ルーチンは実行
されるが、画像信号処理ユニット１２からスコープ１０
が取り外されない限り、ステップ１６０１及び１６０３
から成るルーチンだけが繰り返され、タイミングジェネ
レータ４０のＢタイプに従う設定は維持される。
【００６２】なお、スコープ１０が画像信号処理ユニッ
ト１２から取り外されると、ステップ１６０１からステ
ップ１６０２に進み、そこで設定確認フラグＦは“０”
とされ、スコープ１０が再び画像信号処理ユニット１２
に接続されると、そのスコープ１０のタイプに応じてタ
イミングジェネレータ４０が再設定される。
【００６３】上述の実施形態においては、撮像センサ１
４から画素信号を読み出すためのＣＣＤドライバ２６は
画像信号処理ユニット１２側に設けられているが、ＣＣ
Ｄドライバ２６を個々のスコープ１０側に設けるように
してもよい。
【００６４】また、上述の実施形態では、三原色の発光
ダイオードの個数については全体で60個とされている
が、必要に応じて、その総数を更に増大して十分な照明
光量を得るようにしてもよい
【００６５】更に、上述した実施形態においては、ＬＥ
Ｄアレイ光源には赤色発光ダイオード、緑色発光ダイオ
ード及び青色発光ダイオードの三原色の発光ダイオード
が用いられているが、三原色光のうちの2色に対してほ
ぼ同一の分光感度特性を持つような撮像センサを備えた
スコープにおいては、二色の発光ダイオードを用いて三
原色光を得るようにしてもよい。例えば、赤色光及び緑
色光に対してほぼ同一の分光感度特性を持つ撮像センサ
を備えたタイプＢのスコープについては、ＬＥＤアレイ
光源にイエロー発光ダイオードと青色発光ダイオードと
の二色の発光ダイオードだけを用いることが可能であ
る。周知のように、イエロー光は赤色光及び緑色光から
成るものであるから、イエロー発光ダイオードと青色発
光ダイオードへの印加電圧を適宜変えることにより、タ
イプＢのスコープの撮像センサの分光特性の偏りを相違
を相殺することができる。
【００６６】更にまた、本発明は補色（４色）方式のカ
ラーフィルタを持つ撮像センサにも適用可能であり、こ
の場合の分光感度特性の偏りについても三原色発光ダイ
オードのそれぞれの色の発光ダイオードに対する印加電
圧を適宜調節することにより相殺することができる。
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【００６７】
【発明の効果】以上の記載から明らかなように、本発明
による電子内視鏡装置にあっては、先に述べた特開昭63
-260526号公報のようにスコープの遠位端に発光ダイオ
ードを設けるのではなく、複数の発光ダイオードをＬＥ
Ｄアレイ光源として画像信号処理ユニット側に設けるの
で、その総数については実質的に制限されることはな
く、このため発光ダイオードによる十分な照明光量を確
保することが可能である。また、本発明によれば、三原
色のそれぞれの色の発光ダイオードの駆動電流を適宜調
節することにより、撮像センサの分光感度特性の偏りを
相殺することができるので、適正な色バランスの内視鏡
像を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による電子内視鏡装置の第１の実施形態
の概略ブロック図である。
【図２】本発明による電子内視鏡装置のＡタイプのスコ
ープの概略図である。
【図３】本発明による電子内視鏡装置のＢタイプのスコ
ープの概略図である。
【図４】本発明による電子内視鏡装置の画像信号処理ユ
ニットの外観を示す概略斜視図である。
【図５】ＬＥＤアレイ光源の三原色の発光ダイオードの
配列を模式的に示す模式図である。
【図６】ＬＥＤアレイ光源とＬＥＤドライバとの回路構
成図である。
【図７】Ａタイプのスコープの撮像センサの分光感度特
性の偏りを示すグラフである。
【図８】ＬＥＤアレイ光源を白色光源とする際の三原色
のそれぞれの色の発光ダイオードの発光強度分布を示す
グラフである。
【図９】図８に示す三原色の発光ダイオードの発光強度
分布が図７に示す分光感度特性の偏りのために変化を受
けた際の三原色のそれぞれの色見掛け上の発光強度分布
を示すグラフである。 *
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*【図１０】Ａタイプのスコープを用いた際の電子内視鏡
の作動を説明するためのタイミングチャートである。
【図１１】Ａタイプのスコープを用い、しかもＬＥＤア
レイ光源の三原色のそれぞれの色の発光ダイオードの発
光強度が等しいと仮定した際に得られるべきアナログ・
コンポーネント・ビデオ信号の赤色信号成分、緑色信号
成分及び青色信号成分のレベルを模式的に示す説明図で
ある。
【図１２】図１０のタイミングチャートに従って電子内
視鏡を作動させた際に得られるべきアナログ・コンポー
ネント・ビデオ信号の赤色信号成分、緑色信号成分及び
青色信号成分のそれぞれのレベルを模式的に示す説明図
である。
【図１３】Ｂタイプのスコープの撮像センサの分光感度
特性の偏りを示すグラフである。
【図１４】図８に示す三原色の発光ダイオードの発光強
度分布が図１３に示す分光感度特性の偏りのために変化
を受けた際の三原色のそれぞれの色の見掛け上の発光強
度分布を示すグラフである。
【図１５】Ｂタイプのスコープを用いた際の電子内視鏡
装置の作動を説明するためのタイミングチャートであ
る。
【図１６】図１に示すシステムコントローラで時間割込
みルーチンとして実行されるタイミングジェネレータ設
定ルーチンのフローチャートである。
【符号の説明】
１０  スコープ
１２  画像信号処理ユニット
１４  撮像センサ
３０  光源ユニット
３２  ＬＥＤアレイ光源
３４  ＬＥＤドライバ
３８  システムコントローラ
４０  タイミングジェネレータ

【図２】 【図３】
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【図１０】
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